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東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
二
日
に
大
井
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場
に
お
い
て
、
国
労

東
京
委
員
長
杯
争
奪　

第
四
四
回
軟
式
野
球

大
会
・
準
決
勝
・
決
勝
戦
を
開
催
し
た
。

　

八
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
一
・
二
回
戦
の

結
果
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
新
橋
支
部
Ｂ
チ
ー

ム
（
電
気
連
合
）
対
八
王
子
地
区
本
部
チ
ー

ム
、
新
橋
支
部
Ａ
チ
ー
ム
（
東
京
駅
）
対
神

奈
川
地
区
本
部
Ａ
チ
ー
ム
（
保
線
連
合
）
の

試
合
が
一
一
時
か
ら
行
わ
れ
た
。

　

準
決
勝
は
１
安
打
完
封
と
２
安
打
完
封

　

新
橋
Ｂ
チ
ー
ム
と
八
王
子
チ
ー
ム
の
試
合

は
、
新
橋
Ｂ
・
杉
澤
投
手
と
八
王
子
・
内
藤

投
手
の
先
発
で
始
ま
っ
た
が
、
一
回
表
に
八

王
子
が
三
塁
打
の
ほ
か
短
打
を
重
ね
六
点
を

挙
げ
、
い
き
な
り
試
合
の
流
れ
を
作
っ
た
。

新
橋
Ｂ
を
内
野
ゴ
ロ
で
三
者
凡
退
に
退
け
、

四
回
裏
に
新
橋
Ｂ
・
鈴
木
英
二
選
手
が
レ
フ

ト
オ
ー
バ
ー
ヒ
ッ
ト
で
塁
に
出
て
完
全
試
合

を
防
い
だ
が
、
こ
れ
が
唯
一
の
出
塁
で
、
一

安
打
完
封
の
八
対
〇
で
八
王
子
チ
ー
ム
が
決

勝
に
進
ん
だ
。

　

新
橋
Ａ
チ
ー
ム
と
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
の

試
合
は
、
新
橋
Ａ
・
高
木
投
手
と
神
奈
川

Ａ
・
竹
村
投
手
の
投
げ
合
い
で
始
ま
っ
た

が
、
新
橋
Ａ
は
三
回
裏
に
二
塁
打
二
本
の

ほ
か
、
ヒ
ッ
ト
と
四
球
で
一
二
点
を
挙
げ
、

神
奈
川
Ａ
を
三
塁
打
一
本
、
ヒ
ッ
ト
一
本

の
二
安
打
に
抑
え
て
一
六
対
〇
の
二
安
打

完
封
の
試
合
と
な
っ
た
。

　
東
京
駅
チ
ー
ム
４
連
覇

　

決
勝
は
新
橋
Ａ
・
才
田
投
手
と
八
王
子
・
吉

田
投
手
の
先
発
で
始
ま
り
、
一
回
表
に
八
王
子

は
ノ
ー
ア
ウ
ト
二
塁
か
ら
、
三
塁
に
セ
ー
フ
テ

ィ
バ
ン
ト
を
決
め
、
一
・
三
塁
と
し
、
右
前
ヒ

ッ
ト
な
ど
で
三
点
を
先
制
し
た
。
一
方
新
橋
Ａ

は
、
二
回
裏
に
津
城
選
手
の
ラ
イ
ト
オ
ー
バ
ー

の
二
塁
打
を
皮
切
り
に
二
遊
間
ヒ
ッ
ト
で
ま
ず

一
点
。
そ
の
後
も
左
中
間
二
塁
打
な
ど
で
五
点

を
挙
げ
逆
転
す
る
と
、
三
回
、
四
回
と
得
点
を

重
ね
、
一
六
対
六
で
新
橋
Ａ
チ
ー
ム
が
快
勝

し
、
こ
の
大
会
四
連
覇
を
達
成
し
た
。

　
三
位
決
定
戦
は
再
び
じ
ゃ
ん
け
ん

　

三
位
決
定
戦
は
、
新
橋
Ｂ
・
青
木
投
手
と
神

奈
川
Ａ
・
畠
山
投
手
の
先
発
で
始
ま
っ
た
、
一

　

立
川
駅
連
合
分
会
は
、
立
川
駅
を
中
心
に
吉
祥

寺
駅
・
三
鷹
駅
・
武
蔵
境
駅
（
中
央
ラ
イ
ン
モ

ー
ル
委
託
）・
国
立
駅
（
中
央
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
委

託
）・
西
立
川
駅
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
委
託
）・
西
国
立
駅

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
委
託
）
の
組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、立
川
駅
は
北
改
札
と
遺
失
物
扱
所
、

車
い
す
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
コ
ー
ナ

ー
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
駅
ビ
ル
や
武

蔵
小
金
井
駅
遺
失
へ
出
向
の
組
合
員
も
い
て
、
総

勢
で
二
〇
名
（
八
月
末
現
在
）
の
分
会
で
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
本
体
と
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、
中
央
ラ
イ
ン
モ

ー
ル
の
三
社
が
混
在
す
る
唯
一
の
分
会
で
す
。

　

職
場
が
散
っ
て
い
る
た
め
、
新
聞
や
情
報
を
配
っ

た
り
な
ど
の
事
務
的
な
作
業
だ
け
で
も
多
く
の
手

間
が
か
か
り
、
な
か
な
か
全
体
的
な
運
動
が
で
き
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
そ
れ
で
も
、
昨
年

一
一
月
と
一
二
月
に
西
国
立
駅
で
国
労
加
入
し
て
く

れ
た
、
加
藤
さ
ん
（
八
月
か
ら
立
川
駅
遺
失
）、
河

野
さ
ん
の
為
に
も
、
極
力
連
絡
を
密
に
し
て
、
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
各
駅

の
組
合
員
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
各
職
場
の
社
員

と
飲
み
に
行
っ
た
り
な
ど
の
交
流
を
続
け
て
い
る
報

告
が
多
数
分
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

立
川
駅
で
は
八
月
四
日
に
北
改
札
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
南
改
札
（
八
月
三
日
ま
で
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
委
託
。
四
日
か
ら
無
人
）
が
非
常
に
狭
く
、

休
憩
場
所
も
無
く
、
ト
イ
レ
も
無
い
と
い
っ
た
劣
悪

な
環
境
だ
っ
た
た
め
、
三
年
ほ
ど
前
に
、
北
改
札
開

設
の
噂
が
流
れ
て
以
降
、
駅
長
へ
の
要
請
や
、
地

区
本
部
と
支
社
の
営
業
関
係
の
団
体
交
渉
の
際

に
、
北
改
札
に
は
き
ち
ん
と
し
た
設
備
と
広
さ
を

確
保
す
る
よ
う
に
要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
会

社
は
ま
だ
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
、
と
の
回
答
を

崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
回
答
は
求
め
ず
、「
話

は
聞
い
て
く
れ
」
と
い
う
形
で
話
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
開
設
さ
れ
た
北
改
札
口
に
は
、
ト
イ
レ

も
付
き
、
狭
い
な
が
ら
も
休
憩
ス
ペ
ー
ス
も
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
分
会
で
は
交
流
・
情
報
交
換

を
密
に
し
、
で
き
る
事
か
ら
の
取
り
組
み
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
表
に
レ
フ
ト
へ
の
二
本
の
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
新
橋

Ｂ
が
二
点
を
挙
げ
る
と
、
神
奈
川
Ａ
も
す
ぐ
二
点

を
挙
げ
て
追
い
つ
い
た
。
神
奈
川
Ａ
は
二
回
裏
に

本
間
選
手
の
セ
ン
タ
ー
へ
の
ヒ
ッ
ト
を
皮
切
り
に
、

一
気
に
六
点
を
挙
げ
て
試
合
を
決
定
づ
け
た
か
に

見
え
た
。
し
か
し
新
橋
Ｂ
は
五
回
表
に
今
坂
選
手

の
セ
ン
タ
ー
前
、
杉
澤
選
手
の
ラ
イ
ト
前
な
ど
で

一
気
に
七
点
を
挙
げ
て
、
一
〇
対
一
〇
の
同
点
に

持
ち
込
ん
だ
。
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
二

回
戦
に
続
き
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
の
勝
敗
決
定
と
な

り
、
五
勝
四
敗
で
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
が
三
位
と
な

っ
た
。

　

今
年
の
大
会
も
熱
い
闘
い
が
展
開
さ
れ
た
。
来
年

も
再
び
好
試
合
を
期
待
し
た
い
。
最
後
に
国
労
東
京

審
判
団
と
準
備
に
協
力
い
た
だ
い
た
新
橋
支
部
に
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。
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当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

＜引受保険会社＞

＜募集代理店＞

アフラック　東京第二法人営業部

アベニール株式会社

初めて診断確定されたとき

入院したとき　       　　　　　入院給付金

通院したとき　       　　　　　通院給付金

手術したとき　       　　　　　手術治療給付金

訪問面談サービスと専門医紹介

AF006－2014－0593 11月6日(161106)

（2014 年 10 月 10 日現在）◆ 月 払 保 険 料（ 集 団 取 扱 ）
新 生 き る た め の が ん 保 険 D a y s  A プラン
入 院 給 付 金 日 額 10 , 0 0 0 円 　定額タイプ  解 約 払 戻 金 な しタイプ
保 険 料 払 込 期 間：終 身（ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ）

＜抗がん剤治療特約＞の更新後の保険料は更新時の年齢・保険料率に
よって決まります。

10,000 円1 日につき

がんの場合

上皮内新生物の場合

10,000 円1 日につき

20万円1 回につき

20万円1 回につき放射線治療を受けたとき　          放射線治療給付金

※ Aプランの場合、抗がん剤治療給付金はご希望により取り外すことができます。

抗がん剤治療を受けたとき
（上皮内新生物は対象外）

治療を受けた月ごと

乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
治療を受けた月ごと

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は10年更新） 契約年齢：０歳～満８5歳
Aプラン　入院給付金日額10,000円の 場合

一時金として　100 万円

一時金として　 10 万円

◎詳しくは、「契約概要」等をご覧ください。

「がん」の保障 《新生きるためのがん保険Days 》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性 3,450円

3,800円

5,400円

5,370円 6,560円 8,050円

8,920円 14,110円

35歳 45歳 55歳 65歳

女性

コールセンター 0120-5555-95

電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822

診断給付金

10万円（給付倍率２倍）

5 万円（給付倍率 1 倍）

（更新後の保険期間を
 含め通算 600 万円まで）

（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）がん専門相談サービス プレミアサポート
東京都新宿区西新宿2-1-1  新宿三井ビル

※

分散会

青年部のみなさん

労
働
条
件
改
善
・
組
織
拡
大

　
　
　
経
験
交
流
集
会
開
催

郡山駅連分会のみなさん
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鉄
関
労
が
交
流
会
開
催

九
月
三
日
に
立
川
市
の
昭
和
記
念
公
園
に

お
い
て
、
鉄
関
労
（
鉄
道
関
連
産
業
労
働
組
合

協
議
会
）
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
家
族
も
含
め
四
〇
名
以
上
の
仲
間
が
結
集

し
、
交
流
を
深
め
た
。

　

新
緑
の
中
で
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
も
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｒ
に
関
連
す
る
様
々
な
現
場
で
働
く
仲

間
が
結
集
し
、
改
め
て
団
結
を
深
め
あ
っ
た
。

強
行
採
決
か
ら
一
年

　
　
戦
争
法
廃
止
！

　
９・
１
９
国
会
正
門
前
行
動

日
時
・
九
月
一
九
日
（
月
・
祝)

一
五
時
三
〇
分
～

場
所
・
国
会
議
事
堂
正
門
前

主
催
・
戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す
な
！

                      

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

９・
２
２
さ
よ
う
な
ら
原
発

　
　
　
　
　
さ
よ
う
な
ら
戦
争
大
集
会

日
時
・
九
月
二
二
日
（
木
・
祝
）
一
二
時
～　

デ
モ
出
発
一
五
時

場
所
・
代
々
木
公
園
Ｂ
地
区
（
原
宿
駅
下
車
）

主
催
・「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」

　
　
　
　
　
　
　

一
千
万
人
署
名　

市
民
の
会

協
力
・「
止
め
よ
う
！
辺
野
古
埋
め
立
て
」

　
　
　
　
　
　
　

国
会
包
囲
行
動
実
行
委
員
会

　
　
　

戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す
な
！

                     

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

　

積
極
的
な
参
加
を
！

　

東
京
地
方
本
部
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
と
、
労
働

条
件
改
善
の
取
り
組
み
を
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た

め
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
分
会
に
学

ぶ
「
第
二
四
回
組
織
強
化
・
拡
大
、
労
働
条
件
改
善

経
験
交
流
集
会
」
を
水
上
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

最
初
に
鎌
田
委
員
長
は
「
私
た
ち
は
各
級
機
関
に

お
い
て
、
会
議
、
交
流
会
、
学
習
会
、
オ
ル
グ
行
動
、

説
明
会
、
歓
迎
会
、
現
場
長
要
請
な
ど
を
行
い
、
拡

大
へ
の
気
運
を
高
め
合
っ
て
き
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
一
括
和
解
以
降
一
一
二
名
の
拡
大
に
繋
が
っ
て

い
る
。
職
場
改
善
活
動
な
ど
、
全
て
の
取
り
組
み
が

成
果
と
な
っ
て
表
れ
て
き
た
。
今
日
は
情
勢
認
識
を

一
致
さ
せ
、
学
び
合
い
、
お
互
い
に
自
信
と
確
信
を

持
ち
、
新
た
な
出
発
点
と
す
る
有
意
義
な
交
流
集
会

に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。
続
い
て
、
東
日
本
本
部
・
武
田
組
織
部
長
か
ら
、

東
日
本
の
情
勢
報
告
と
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
が
さ
れ
た
。

郡
山
駅
連
分
会
か
ら
取
り
組
み
報
告

　

今
回
は
、
三
月
に
同
時
に
五
名
の
組
織
拡
大
が
あ

っ
た
仙
台
地
本
・
郡
山
駅
連
合
分
会
か
ら
参
加
し

て
も
ら
い
、
そ
の
取
り
組
み
の
経
過
や
経
験
の
報

告
を
受
け
た
。
福
島
県
支
部
・
佐
藤
書
記
長
（
郡

山
駅
）
か
ら
「
福
島
県
支
部
で
は
、
す
べ
て
の
運

動
の
集
約
点
を
組
織
拡
大
に
す
る
方
針
を
確
立
し

た
。
常
に
青
年
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

分
会
で
は
こ
う
し
た
提
起
を
受
け
、
作
業
ダ
イ
ヤ

の
改
善
、
遠
距
離
通
勤
の
解
消
な
ど
、
他
労
組
が

取
り
上
げ
な
い
問
題
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
信

頼
を
得
て
き
た
。
全
組
合
員
が
拡
大
に
取
り
組
む

と
ま
で
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
国
労
の
組
織
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
が
、
組
合
員
、

特
に
執
行
委
員
の
意
識
を
変
え
て
き
た
。『
国
労
に

来
て
く
れ
』
と
言
う
事
が
そ
の
人
の
為
に
な
る
ん

だ
、
と
い
う
事
が
拡
大
の
基
点
に
な
っ
て
き
た
。

職
場
の
中
心
に
な
っ
て
仕
事
を
行
う
国
労
組
合
員

へ
の
信
頼
か
ら
、
国
労
の
交
流
会
に
も
多
く
参
加

し
て
き
て
い
た
。
他
労
組
の
青
年
か
ら
は
『
郡
山

駅
で
は
国
労
に
行
っ
て
当
た
り
前
』
と
い
っ
た
声

も
出
て
い
た
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。
加
入
し

た
二
ノ
宮
さ
ん
か
ら
は
「
他
労
組
は
選
挙
と
平
和

運
動
の
話
で
終
わ
り
。
職
場
第
一
で
考
え
て
く
れ

る
国
労
に
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
」、
三
浦

さ
ん
か
ら
は
「
ま
と
ま
っ
て
移
る
と
い
う
事
だ
っ

た
の
で
、
自
分
も
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
も
っ
と
多

く
の
人
が
国
労
に
入
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
な

ど
の
話
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
佐
藤
組
織
部
長
か

ら
地
方
本
部
か
ら
の
提
起
が
あ
り
、
そ
の
後
一
〇

の
分
散
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
取
り

組
み
の
突
き
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。

　

我
々
が
あ
き
ら
め
た
ら
終
わ
り

　

二
日
目
は
、
昨
日
の
分
散
交
流
会
の
座
長
か
ら

報
告
が
さ
れ
、
新
橋
支
部
・
高
瀬
組
織
部
長
か
ら

は
、拡
大
に
向
け
た
支
部
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、

「
我
々
が
あ
き
ら
め
た
ら
終
わ
り
。
自
分
の
経
験
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
拡
大
を
取
り
組
も

う
」
と
力
強
い
発
言
が
あ
っ
た
。
続
い
て
今
年
三
名

の
青
年
の
加
入
が
あ
っ
た
大
宮
車
両
所
分
会
・
鈴
木

執
行
委
員
か
ら
報
告
が
さ
れ
、「
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
福

利
厚
生
が
切
り
下
げ
ら
れ
、
賃
下
げ
す
ら
提
案
さ
れ

る
中
で
、
他
労
組
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
不

満
が
あ
っ
た
。
職
場
で
も
、
人
間
関
係
に
悩
ん
だ
若

手
の
た
め
に
、
国
労
が
動
い
て
担
務
変
更
を
さ
せ
る

な
ど
、
信
頼
で
き
る
の
は
国
労
、
楽
し
い
の
は
国
労

と
い
う
雰
囲
気
が
で
き
て
い
た
。
さ
ら
に
、
若
手
の

中
に
か
ら
は
『
ど
う
す
れ
ば
○
労
組
を
抜
け
ら
れ
る

の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
』『
国
労
っ
て
、
国
労
の
人

に
誘
わ
れ
な
い
と
入
れ
な
い
ん
で
す
か
？
』（
注
・

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）
と
い
う
話
す
ら
出
て

い
た
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。

青
年
部
で
参
加
の
組
合
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

さ
れ
、
要
員
不
足
、
女
性
社
員
の
職
場
環
境
、
技
術

継
承
、
超
過
勤
務
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
労
働
条
件
、
Ｇ
Ｓ

の
正
社
員
化
、
寮
の
三
五
歳
制
限
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
蒲
田
駅
、
大
宮
建
築
技

セ
の
組
合
員
か
ら
取
り
組
み
の
報
告
が
さ
れ
、
八
王

子
地
区
本
部
・
熊
田
組
織
部
長
か
ら
拡
大
の
取
り
組

み
へ
の
決
意
表
明
が
さ
れ
た
。
最
後
に
松
川
書
記

長
か
ら
、「
国
労
差
別
が
あ
っ
た
時
代
が
長
く
続

い
た
が
、
今
は
国
労
で
も
助
役
発
令
が
さ
れ
る
時

代
。
自
分
で
取
り
組
み
を
さ
え
ぎ
る
カ
ベ
を
下
げ

よ
う
。
取
り
除
こ
う
。
国
労
に
入
れ
と
い
う
一
言

が
言
え
な
い
の
な
ら
、
そ
の
一
言
を
言
え
る
よ
う

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
よ
う
。
目

標
を
持
と
う
。
分
会
で
集
ま
れ
な
い
の
な
ら
、
集

ま
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
そ
れ
を
目
標
に

し
よ
う
」
な
ど
の
ま
と
め
が
あ
り
、
中
嶋
青
年
部

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
拡
大
へ
の
決
意
を
固

め
あ
っ
た
。


